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Factor Analysis for Failing in Addition up to Ten (10)



































































る。例えば、「 1 はあと 4 で 5」「 1 はあと 9 で10」


































































































































































⒜ 図 5と図 6から、 5までについては、縦、或
いは横に整然と並んだものは一見して正しく認
識できる。
⒝ 図 5と図 6から、 3までについては、位置に
関係なく一見して正しく認識できる。
⒞ 図 7から、 4と 5について、全体に広がって
いるものについては、バランスよく配置されて
いるかどうかにかかわらず、一見しただけでは


















⒞ 図 8にあるもので、「8を 7」「9を 8」と間違
















ば、「 4 と 6 で10」ということができればよい調査
である。
結果は次のようであった。
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